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12
月
15
日
、
達
増
拓
也
知
事
に
対

し
て
来
年
度
岩
手
県
予
算
に
関
す
る
申

し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。 

内
容
は
「
物
価
高
騰
か
ら
暮
ら
し
と
営

業
、
地
域
経
済
を
立
て
直
し
、
コ
ロ
ナ
か

ら
命
と
健
康
を
守
る
」「
大
震
災
津
波
か

ら
の
復
興
」「
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
新
た
な
県
政
へ
」
の
３
部
構
成
で
す
。 

 
 

 

斉
藤
県
議
は
、
中
小
企
業
等
事
業
継
続

緊
急
支
援
金
は
事
業
者
に
最
も
歓
迎
さ

れ
て
お
り
、
継
続
実
施
す
べ
き
と
強
調
。

高
齢
者
や
低
所
得
者
の
エ
ア
コ
ン
購
入

へ
の
補
助
な
ど
を
提
起
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
つ

い
て
、
科
学
的
で
正
確
な
デ
ー
タ
を
県
民

に
情
報
発
信
す
べ
き
と
要
求
。
国
保
税
を

協
会
け
ん
ぽ
の
水
準
ま
で
下
げ
る
た
め

に
、
国
庫
負
担
の
大
幅
な
増
額
を
国
に
求

め 

 
 

  

 

12
月
12
日
の
県
議
会
最
終
本
会

議
で
「
政
治
資
金
規
正
法
違
反
疑
惑
の

徹
底
解
明
を
求
め
る
意
見
書
」
を
全
会

一
致
で
採
択
し
ま
し
た(

全
国
初)

。
日

本
共
産
党
県
議
団
も
賛
同
者
に
名
を

連
ね
た
意
見
書
案
が
会
派
共
同
提
案

と
な
っ
た
も
の
で
す
。「
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
」
の
報
道
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
自

民
党
派
閥
の
裏
金
問
題
に
つ
い
て
、
意

見
書
で
は
「
政
治
資
金
収
支
報
告
書
へ 

達増知事に申し入れる(左から)千田美津子前県議、斉藤県議、(右から)
吉田恭子副委員長、高田一郎県議、菅原則勝県委員長（１２月１５日） 

 

め
る
べ
き
と
要
望
し
ま
し
た
。 

12
年
９
ヶ
月
を
迎
え
た
東
日
本
大

震 

 

の
不
記
載
は
多
額
に
な
る
と
み
ら
れ
、

国
民
の
政
治
へ
の
信
頼
を
取
り
戻
す

た
め
、
同
法
違
反
疑
惑
の
徹
底
解
明
を

強
く
求
め
る
」
と
し
て
い
ま
す
。 

 

11
月
28
日
に
は
「
パ
レ
ス
チ
ナ
自

治
区
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
即
時
か
つ

持
続
的
な
人
道
的
休
戦
を
求
め
る
決

議
」
を
採
択
。
党
県
議
団
が
提
案
し
た

決
議
案
が
会
派
共
同
提
案
と
な
り
、
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

る
（
年
間
９
万
６
千
円
以
上
の
賃
上
げ

を
想
定
）
②
引
き
上
げ
後
の
賃
金
水
準

を
１
年
間
継
続
す
る―

こ
と
の
両
方

が
支
給
要
件
で
、
従
業
員
１
人
あ
た
り

年
間
５
万
円
（
引
き
上
げ
分
の
約
半

額
）、
最
大
20
人
分
を
支
援
。
１
事
業

所
あ
た
り
最
大
１
０
０
万
円
を
支
援

し
ま
す
。 

ま
た
、
４
～
９
月
に
実
施
し
た
物
価

高
騰
対
策
、
◇
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
価
格
高
騰
分

の
負
担
軽
減
◇
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
事
業

者
に
対
す
る
支
援
金
◇
飼
料
購
入
費

の
価
格
上
昇
分
の
補
助
◇
医
療
機
関

と
社
会
福
祉
施
設
で
の
光
熱
費
の
値

上
げ
分
へ
の
支
援―

を
継
続
し
ま
す
。 

生
活
困
窮
者
の
灯
油
購
入
代
な
ど

の
一
部
を
補
助
す
る
福
祉
灯
油
を
、
昨

年
度
か
ら
千
円
上
乗
せ
し
、
１
世
帯
あ

た
り
７
千
円
を
助
成
し
ま
す
。
９
月
県

議
会
で
は
、
県
生
協
連
が
提
出
し
た
、 

９月県議会で福祉灯油の実施を求める請願を提
出する県生協連の皆さんと同席する斉藤県議 
 

12
月

12
日
の
最
終
本
会

議
で
、
物
価
高
騰
対
策
の
補
正

予
算(

総
額
59
億
円)

を
可
決

し
ま
し
た
。 

中
小
企
業
の
賃
上
げ
へ
の

直
接
支
援(

総
額
21
億
円)

を

新
設
。
①
今
年
４
月
以
降
、
従

業
員
の
賃
金
を
前
年
比
で
時

給
50
円
以
上
引
き
上
げ
て
い

る 

福
祉
灯
油
の
全
市
町
村
で
の
実
施
を

求
め
る
請
願
を
全
会
一
致
で
採
択
し

て
い
ま
し
た
。 

震
災
津
波
の
課
題
で

は
、「
い
わ
て
被
災
者

支
援
セ
ン
タ
ー
」
の

体
制
強
化
な
ど
を
求

め
ま
し
た
。 

達
増
知
事
は
「
30

年
に
わ
た
る
実
質
的

な
賃
下
げ
で
物
価
高

騰
の
影
響
が
深
刻
に

な
っ
て
い
る
。
目
の
前

の
危
機
を
乗
り
越
え

な
が
ら
も
、
で
き
る
だ

け
弱
い
と
こ
ろ
を
構

造
的
に
強
化
す
る
よ

う
な
形
で
進
め
た
い
」

と
答
え
ま
し
た
。 

 

◇中小企業等事業継続緊急支援金の継続。酪農･畜産農家支援 
◇ひとり親家庭、低所得者に対する支援 
◇新型コロナ感染状況の正確な情報発信と感染防止対策の徹底 
◇いわて被災者支援センターの体制強化 
◇高すぎる国保税は協会けんぽの水準まで引き下げを 
◇特養待機者の解消、低年金で入れる特養ホームの整備 
◇医師･看護師の増員で県立病院の充実を 
◇第３子以降の学校給食費無償化の実施 
◇保育料の第１子からの無償化をめざす 
◇気候危機打開へ省エネ住宅の整備、省エネ家電の普及促進 
◇男女賃金格差の是正など、あらゆる場でジェンダー平等を 
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  【
11
月
】

 

7
日 

女
性
後
援
会
の
つ
ど
い 

13
日 

「
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
武
力
行
使
の
中

止
と
停
戦
を
求
め
る
決
議
案
」を
議
会

事
務
局
に
提
出 

14
日 

一
関
市
調
査
（Ｊ
Ａ
い
わ
て
平
泉
、
一
関

民
商
） 

15
日 

復
興
特
別
委
員
会
調
査
（み
や
っ
こ
ベ

ー
ス
、
山
田
町
木
村
商
店
）、
法
律
相

談 

16
日 

全
国
図
書
館
大
会
岩
手
大
会 

20
日 

議
運
（ガ
ザ
問
題
は
会
派
共
同
提
案
で

合
意
）、
12
月
議
会
議
案
説
明
会 

21
日 

県
政
要
望
を
聞
く
会 

23
日 

日
本
共
産
党
全
県
地
方
議
員
研
修
会 

24
日 

大
船
渡
病
院
調
査
（事
務
局
長
、
労
組

支
部
役
員
と
懇
談
） 

28
日 

12
月
県
議
会
開
会
、
建
設
業
協
会
盛

岡
支
部
と
の
意
見
交
換
会 

【
12
月
】

 

1
日 

く
ず
ま
き
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー 

2
日 

本
町
支
部
つ
ど
い
、
八
日
町
振
興
会
忘

年
会 

3
日 

北
上
革
新
懇
総
会
で
講
演 

4
～
6
日 

本
会
議
・一
般
質
問 

6
日 

高
田
一
郎
県
議
が
一
般
質
問
、
斉
藤
県

議
が
関
連
質
問
、
議
案
に
対
す
る
質

疑 

7
日 

文
教
委
員
会 

10
日 

盛
岡
地
区
党
会
議
、
盛
岡
ス
ポ
ー
ツ
人

の
つ
ど
い
懇
親
会 

11
日 

復
興
特
別
委
員
会 

12
日 

議
運
、
最
終
本
会
議 

15
日 

達
増
知
事
に
２
０
２
４
年
度
岩
手
県
予

算
に
関
す
る
申
し
入
れ 

16
日 

い
わ
て
労
連
女
性
部
定
期
大
会
あ
い

さ
つ
、
自
治
体
後
援
会
の
つ
ど
い 

17
日 

第
２
回
い
わ
て
復
興
塾 

18
日 

夜
間
中
学
校
と
教
育
を
語
る
会
の
皆

さ
ん
と
懇
談 

19
日 

９
条
改
憲
ノ
ー
！
昼
デ
モ 

21
日 

岩
手
県
母
親
大
会
実
行
委
員
会
対
県

要
請 

23
日 

岩
手
県
党
会
議 

24
日 

連
続
講
座「
岩
手
の
再
生
」―

岩
手
の

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に 

  

 

12
月
６
日
、
本
会
議

で
高
田
一
郎
県
議
が
一

般
質
問
に
立
ち
、
物
価
高

騰
対
策
な
ど
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。 

 

高
田
県
議
は
、
４
～
９

月
に
実
施
し
た
飼
料
購

入
費
の
価
格
上
昇
分
の

補
助
、
医
療
機
関
と
社
会

福
祉
施
設
で
の
光
熱
費

支
援
な
ど
は
お
お
む
ね

継
続
す
る
一
方
で
、
中
小 

     

を
認
め
て
お
り
、
完
全

給
食
を
実
施
す
べ
き
と

求
め
ま
し
た
。 

高
田
県
議
は
、
深
刻

さ
を
増
す
ガ
ザ
地
区
の

人
道
的
危
機
に
つ
い
て

の
認
識
を
達
増
拓
也
知

事
に
質
問
。
達
増
知
事

は
、「
今
回
の
軍
事
行
動

は
自
衛
を
は
る
か
に
逸

脱
す
る
も
の
で
あ
り
、

直
ち
に
停
止
す
べ
き
」

と 

企
業
等
事
業
継
続
緊
急
支
援
金
（
法
人

15
万
円
、
個
人
事
業
主
７
万
５
千
円
）

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
い
と
指
摘
。
県

内
９
市
町
が
同
支
援
金
に
上
乗
せ
を
し

て
お
り
、
市
町
村
と
連
携
し
て
拡
充
に

取
り
組
む
べ
き
と
迫
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
教
育
の
一
環
で
あ
る
学
校
給

食
が
、
県
立
一
関
清
明
支
援
学
校
で
は

デ
リ
バ
リ
ー
給
食
に
と
ど
ま
り
、
県
立

一
関
第
一
高
校
附
属
中
学
校
で
は
実
施

さ
れ
て
い
な
い
問
題
を
指
摘
。
文
科
省

は
特
別
支
援
学
校
で
の
給
食
の
大
切
さ 

つ
く
ら
れ
た
国
際
連
合
の
枠
組
み
を

生
か
し
た
平
和
外
交
の
努
力
に
よ
り
、

こ
の
危
機
的
状
況
が
解
決
さ
れ
る
こ

と
を
希
望
す
る
」
と
表
明
し
ま
し
た
。 

と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

「
違
法
な
軍
事
力
行
使
を
防
ぐ
た
め
に

つ 

名
で
事
務
局
へ
直
接
申
請
す
る
よ
う

伝
え
ま
し
た
が
、
申
請
は
看
護
師
３
０

０
人
の
う
ち
60
人
に
と
ど
ま
り
ま
し

た
。
聞
き
取
り
し
た
看
護
師
ら
か
ら

「
い
ま
も
怖
く
て
申
請
で
き
な
い
」

「
残
業
は
終
業
時
間
を
打
刻
後
に
し

て
い
る
」「
た
っ
た
一
人
の
た
め
に
多

く
の
職
員
の
気
力
が
そ
が
れ
た
」
と
深

刻
な
実
態
が
寄
せ
ら
れ
、
直
ち
に
改
善

を
求
め
ま
し
た
。 

こ
の
総
看
護
師
長
は
、
２
０
１
８
～

１
９
年
度
に
県
立
遠
野
病
院
で
同
様

の
事
件
を
起
こ
し
、
釜
石
労
働
基
準
監

督
署
か
ら
告
発
さ
れ
、
看
護
師
87
人

に
２
４
２
４
万
円
の
超
勤
手
当
が
追

加
支
給
さ
れ
る
事
態
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
は
総
看
護
師
長
の
人
事
異
動

で
解
決
し
ま
し
た
が
、
大
船
渡
病
院
も

看
護
師
の
退
職
を
防
ぐ
た
め
に
対
応

を
と
る
べ
き
だ
と
強
調
し
ま
し
た
。 

本会議で関連質問に立つ斉藤県議(１２月６日) 

12
月
６
日
の
本
会
議
で
、県
立
大
船

渡
病
院
の
超
過
勤
務
激
減
問
題
に
つ
い

て
関
連
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

大
船
渡
病
院
で
は
、
新
し
く
赴
任
し

た
総
看
護
師
長
が
看
護
師
長
を
通
じ
て

圧
力
を
か
け
、
４
月
か
ら
同
手
当
の
申

請
が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。 

 

４
～
10
月
の
看
護
師
１
人
あ
た
り

の
月
平
均
超
過
勤
務
は
３･

１
時
間
（
昨

年
は
11･

３
時
間
）
ま
で
激
減
。
院
長 

１２月県議会で一般質問に立つ高田県議（１２月６日） 

 

12
月
21
日
、
岩
手
県
母
親
大
会
連

絡
会
は
達
増
知
事
に
た
い
し
、
第
68
回

県
母
親
大
会 

八重樫副知事(左)に要請する母親大会連
絡会の皆さんと同席する県議団 

県
母
親
大
会
の
申
し
合
わ
せ
・
決
議
・

宣
言
に
基
づ
く
要
請
を
行
い
ま
し
た
。 

 

重
点
項
目
と
し
て
、
家
族
経
営
を
基

本
に
農
業
を
再
建
し
、
価
格
保
障
と
所

得
補
償
を
据
え
、
食
料
自
給
率
の
向
上

へ
県
と
し
て
も
対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い

と
訴
え
。
ま
た
、
安
心
で
ゆ
き
と
ど
い

た
教
育
の
実
現
の
た
め
の
教
員
増
を
図

る
こ
と
、
保
育
所
・
学
童
保
育
な
ど
職

員
の
配
置
基
準
の
見
直
し
を
国
に
求
め

る
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。 

案 件 
斉藤 信 
(日本共産党) 

上原康樹 
(希望いわて) 

小西和子 
(希望いわて) 

軽石義則 
(希望いわて) 

吉田敬子 
(新政会) 

髙橋但馬 
(新政会) 

福井誠司 
(自民党) 

鈴木亜希子 
(自民党) 

高橋康介 
(自民党) 

小林正信 
(公明党) 

村上貢一 
(県民クラブ) 

国民のいのちと健康を守るため、ケア労
働者の処遇改善等を求める請願･意見書 

○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ 

私学助成の充実を求める請願･意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

安全･安心を無視した無秩序なライドシ
ェアの導入に反対し地域公共交通を守る
施策の推進を求める請願･意見書 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 

産後ケア事業のさらなる充実･強化を求
める請願 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

１月１７日（水）午後６時～ 

２月２１日（水）午後６時～ 

予約電話番号：６５１-５８８１ 

１１月２９日朝、岩手医科大学教職員組合（組合
員約１８００人）は冬の一律一時金（７万２千円）
カットの撤回を求めて、１２年ぶりにストライキを
決行し、斉藤県議も激励に駆けつけました。 
 大学附属病院前のスト集会で柴田勇樹委員長は、
コロナ禍の職員の献身的な勤務で大学の医療収入
は着実に増えているにもかかわらず、当局は財政難
を理由に一律一時金のカットを突然決めたと批判。
一律一時金カットの撤回、納得のいく説明と経営改
善策の提示を迫っていくと訴えました。 


